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1 . ま ぇ が き

可燃性ガス蒸気または粉じんが存在する爆発危険場所

において静電気が発生する場合には，帯電電荷の放電火

花が引火（済火）源となって爆発災害を生ずるおそれが

ある。このため，有効かつ安全に帯砲電荷を除去するこ

とが必要である。

静電気除去には，従来より種々の方法があり，それぞ

れ静電気帯電体の物理的，化学的性状，現場の実府等に

応じて適切な方法が採用され，効果を発揮している場合

が少なくない。これらの一つとして空気をイオソ化して

静竜気を中和する方法がある。

空気をイオソ化する方法としては， 直流または交流の

高圧謝源からのコロナ放電による方法，放射線による方

法などがある。 高圧電源による方法は，いわゆる コロナ

放電式除電器として従来より広く使用され，その実績を

有しているが， 雀出した電極部には一般に数KVの高電

圧が印加されており，万ー接地体がこれに接触した場合

には，そこで電気火花を発するため，爆発危険場所の静

電気除去の目的に使用することは一般に危険である。こ

れに対して，放射線による方法は，放射性同位元素（以

下単に RIと記す）を利用することにより，特別な電源

や装爵を必要としないので，放射線の人体に及ぽす作用

を避けるための防設を考慮すれば，爆発危険場所の静電

気除去の 目的に安全に使用することがてきる。

放射線による静電気除去は定性的にはかなり以前から

知られていたが， RIが人工的に容易に入手できるよう

になってから，諸外国においても繊維工業などの一部の

産業で実用化されている。わが国では戦後RIの入手の

困難なことも理由の一つとなり，この方面の研究がやや

遅れ，未だほとんど工場， 事業場において， RIを利用

した静氾除去器が実用に供されていない。幸い，ようや

く国産のRIも入手できる段階に達してきたので， RI

除電器に関した実用研究が進むならば経済的にも使用で

きる可能性がある。そこて，ここでは実際の工場などで

静電気が帯雹 して危険な工程，特に火薬類製造工程にお

ける除電実験のため，その基礎として重要な ・ンート上の

静電気を除去する実験を行なったのでこれについて報告

する。 ・ 

2. 放射線による除電

2. 1 放射線の種類とRIの選択

表 1It, a線，B線およびァ線の空気のイオ‘ノ化能力

および物質の透過力を定性的に比較したも のである。 同

表において空気のイオン化能力が大きいことは， 除電能

力が大きいということであり ，静電気除去の目 的からい

えば，イオン化能力の大きい放射線の方が望ましい。 ま

た，透過力が大きいということは，それだけ人体を放射

線から防護することが困難なことを示している。a線は

以上のようなことから，除電能力が大きく，透過力が小

さいので静姐気除去に望ましい性質をもっている。ァ線

はC 線とは性質が逆であるので実用性が乏しい。 B線は

a線と 7線との中間の性質を有しているが， 除電能力も

かなり大き く，透過力も容易にしゃへいによ り防ぎうる

場合が多いので実用性がある。

表 1
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単に放射線の性質のみの点から比較すると，“線と g

線が利用されうるが，実際には，さらに， C 線，B線を

放射する RIを選択するための問題点が残っている。 R

1を選択する場合には，放射する放射線の種類，寿命，

ニネルギー，経済性，取扱上の安全性などを考慮しなけ

ればならない。このような点に着目すると，純粋に叶泉

のみを放射し，寿命もかなり長いRIは存在しない。
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また C線溌に対して，薄くて丈夫な防護被膜を作ること

は困難で， 万一飛散した場合の内部曝射の危険度が大き

いので，現在は未だ C 線による静電気除去は線源上の制

約が大きい。これに比べて B線のみを放射する R.lは寿

命も適当なものがあり，安全性も得られやすいのて実用

性がある。したがって， B線による静電気除去がもっ と

も実用性が高い。諸外国の例でも， B線によるも のが多

いが. "'線を使用する例も稀ではないようである。

2.2 放射線による空気のイオン化と除電の原理

放射線が空気中を通過すると，空気の気体分子と衝突

し，直接または間接に気体分子から核外竜子をたたき出

す。核外電子を失なった気体分子は正イオ ＇ノとなる。 一

方，核外電子はそのまま電子として熱迎動を続けるうち

に他の中性分子と衝突し，両者の運動エネ ルギーが小さ

いときには付沿 して負イオンを形成する。

正負のイオ‘ノのう ち，帯電した静電荷と 異符号のもの

は，帯電体によって生ずる電界の作用を受けて引きつけ

られ，帯電体の表面に到達して中和し，他方帯電体と同

符号のイオ ‘ノは，付近の接地体に引きつけられて中和す

る。これがイオンによる中和除電の原理てある。この場

合，除電率は，イオ‘ノ涙度，電界の強さ（電位の傾き），

帯電体の形状，寸法および帯電体の付近の接地体の形状，

寸法．幾何学的配置などに依存する。

2.3 イオン対の生成と電界によるイオンの運動

!OKeV以上のエネルギーを有する B線が、空気中で

イオ‘ノ対 1個を生成するためには，約 32,5 eVのエネル

ギーを必要とすることが実験的に明らかにされている。

lキュリー(c)のRIは毎秒 3.7 X JQlO侶だけ崩壊する

ので，平均エネルギー (f3線のエネルギー分布は連続ス

ペクトルとなっているが．平均エネルギーは近似的に最

大ニネルギーの出程度である） E (MeV)のS線i原が 1

(c)だけ存在し，すべての B線が全部空気のイオ‘ノ化に利

用でき ると仮定すると，毎秒当りの生戌イオソ対の数

N。はつぎの式て表わされる。
EX 106 

N0=(3.7x!010x I)x (個/sec)・・・・・・(1)
32.5 

たとえば，最大エネルギーが 0.766 (MeV)のB線を

放射する Tl••• が 5me存在すれば.N。=7.2x10• とな

る。

線源が点線源で，これから B線があらゆる方向へ等し

い確率をもって放出され，これがすべて空気のイオ‘ノ化

に寄与するものとし，また付近にある接地体の影親を無

視すると除電に利用しうるイオ｀ノ対の数Nは，線源から

帯電面を見た立体角 w にほぽ比例すると考えることがで

きる。

しか し，実際には， B線の吸収散乱，直進性，各スペ

クトルにおける電離能の大小などによって，生成するイ

オン対の数がこのようにはならない。また除電器として

利用する場合には，線源がある寸法を有していること，

線源の幾何学的配置，周囲の接地体の構造，配置などの

多くの因子が影響する。

これらの因子をすぺて考慮したときのイオ‘ノの利用効

率を nとすれば，Nはつぎの式で与えられる。

N=  71 
ぃNoー （個/sec)........ ・・・・.. .. 
4冗

(2) 

このようにして生じたイオ‘ノ対は，付近に帯電体が存

在すれば，その電界の向きに沿って移動する。この場合

の移動速度を S(cm/sec)とすると，
E S = I-'- (cm/sec)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・(3)
p 

である。ただし，μ はイオンの移動度 (cm/sec;v/cm),

Eは邁界の強さ (v/cm), pは気圧とする。空気中にお

ける正イオ ‘／および負イ オンの移動度は，それぞれ，

炉=1. 37, ,..-= 1. 8程度とされている。したがって，た

とえば，負イオ‘ノが 1気圧の空気中を 1,OOOv/cmの強

さの電界によって 30cm移動するときの速度は 18m/sec

で，約 I.8x 10 ·• secの短時間で移動する。

2.4 イオン対の再合

放射線によって生成される正負のイオソは、電界に沿

って移動するが、その間に互いに結合し，帯電除去に利

用される前に、その一部が中和して消滅し，イオ ‘ノ数の

数が減少する。正または負のイオンが再合する割合は，

正イオン密度 （単位体甜当りのイオ` ノ数） N+または負

イオン密度 K-O)叙に比例するから，つぎの式が成立す

る。
dN+ dN-一----=---=p N+N-................ . 
dt dt 

(4) 

ここて pは比例常数で再合係数といわれ，気圧，濫度

最初のイオソ密度， 電離後に再合するまでの時間などに

よって若干変化するとされてい るが，空気中ては約 1.6 

x 10-6 cm-3/secである。

一方，イオ ンの生成速度は線源の強さに比例するので，

ある時間の経過後には， 生成イオン対の増加と ，再合に

よって失なわれるイオン対の減少の割合が等しくなり，

そこで平衡イオ‘ノ数に到達する。この平衡イオソ数は，

近似的に線源の強さの平方根に比例する。

平衡イオソ数に達しているとき，その線源を除いた場

合，イオ ‘ノ数が半減する までの時間Tは，正負のイオン

密度を等し くn(cm-3) とすると.(4)式から，

dN 
一N2 

=p  dt 

寸：dt=-f :-霜—
I :.T=ー (sec)....................................... (5) 
np 

n=l07(cm-3) とすると T呈0.06(sec)となり ， n= 
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10'(cm・3)では T与 6(sec)となる。したがって， 問離

によって生じた空気中のイオソ対が，．帯霞電荷によって

生ずる屯界の向きに沿って移動する時間中に再合で失な

われる数は，再合時間がイオンの移動時間に比較して一

般に十分に小さいため，これをほとんど無視することが

できる。しかし，イオン密度がきわめて大きいかまたは

イオンの移動距離が非常に長ければ，再合によって失な

われるイオン数を無視てぎなくなる。

3. 実験装置および実験方法

実験装個は図 liこ示すような構造のもので，幅約 Im

のビニルシートが各ロールを介して endlessに可動する

ようになっている。

シートの可動速度iま霊動機一変速機により連航Llりにあ

図 1 シート除電実険装置
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る範囲変化することができるようになっており，実験に 電圧を印加することにより，任意の極性の屯荷をシート

使用するシートの部分 L1-L2(長さ約 2.45 m)がつね に必要藪だけ与え，シートの電位を調節するようにし

に水平に保たれるように，張力を調節する装置Tを取り た。この電位は Psの位慨に霞いた記録計付き静電電位

付けた。 Sはツワ伸し器， PはゴムロールRの押さ え圧 計で連続的に測定できるようになっている。

力調整器， Bはンヽートの片寄りを修正する関節器であ 帯観したビニルシート が 氏を通過して P,に近接する

る。 ゴムロールRを除ぎ，他のロールはすべて金属ロー と，上方に置かれた RI (クリウムー204:Tl2°•) からの

ルである。また，測定中のピニルツート の電位の変動を B線によってシート が照射され，シート上の電荷が一部

防ぐために， L1とL2間のシート の下部 6cmのところ 除電される。除電の結果，シートの電位は低下する。こ

に，接地した幅約 Imの金属板を取り付けた。 の低下した電位は P,の位監にある坦位計で再び連続記

以上のような装爵によってビニルシートを連続可動さ 録測定しうるようになっている。移動中のビニルシート

せておきながら，まず P1の位匠にコロナ放電式除電器 の電位はつねに Paの電位計て監視し，除也前のシート

（ニードル電極の配列の長さ約 1m)を置き，各ロール の危位が変化しないことを確認しつつ B線による除電を

を通じて可動してきたときに発生した ビニル面上の帯電 行なった。帯電したシートが Paから P,まで移勒する間

電荷を完全に除去した。続いて，ビニルシートが P2の に， RIによる照射がな くとも，シートの電位変化がほ

位匿に来たときに，コロナ発生用電極に正または負の高 とんど認められなかったので， RIによる照射が無い場

図2 線源の形状および寸法（単位mm)
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合および照射があった場合の電位を， P,の位監の固位計

に接続した記録計の同一記録紙に記録して比較する方法

をとった。

線派には 5mcまたは 15meの T/20,を数個用意し，こ

れらを適直組合わせて配爵し使用した。線源はいずれも

硫酸タリウム塩を銀のベースの上に蒸蒲し，その上をさ

らに厚さ約 0.03mmの銀で被覆し保護されている。形

状，寸法は図2に示す通りである。

実際にこれらの線源を使用する場合には，図 3に示す

ように厚さ Immの鉛板で内張りまたは外張りをした各

種の木製収納器の中に固定して照射するようにした。

実験中，照射する B線が Paに置かれた電位計の指示

に対して，ほとんど影吾を及ぽさない程度に P3-P,間の

距離を十分な大きさにとった。

なお， B線の照射前後におけるシート上の雹荷盤およ

びシート電位を，それぞれ Q,, Qzおよび V1,V2とす

れば，シートの対地容量 Cが一定に保たれるとして，

．又=~v, Q, 
である。 したがって，シートの電位の変化を

Q. 
測定することにより，除軍後のシートの残留電荷率ー一

Q, 

が求められる。この実験では，このような残留電荷率に

より除軍性能を評価する方法をとった。

4. 実験結果および考察

,4.1 予備実験

(1) Backing Plateの大きさと除電性能

RIからの放射線による空気イオソの動きは，その付

近にある接地体の影響を受ける。この実験の遂行にあた

っても，基本的に実験装誼が接地体として，どのような

影押をもっているかを予め調ぺておく必要がある。また

金屈製しゃへい材を接地体とした場合，その除屯性能に

及ぽす効果も知る必要がある。

ここでは 15cmの線源を収納器E1の中心に取り付け，

シートの上方 30cmの位悦に固定し収納器の背部に，長

さ90cm, 幅 35cmのアルミニウム板（これを Backing

Plateとよぶことにする）を 1枚および 2枚取り付けた

図 4 Backing Plateの大きさと除電性能との関係
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割をもつことを避けることができない。線源，収納器鉛

板およびアルミニウム BackingPlateの大きさを比較

すると表20)ようである。アルミ ニウ ム BackigPlate 

2枚と鉛板の大きさの比率は約15: 1である。すなわち

線源をこのような構造の収納器に入れた場合には，それ

が BackingPlateとしての役割が大ぎく，それ以上別

に大きな面稜の BackingPlateを特に取り付けても除

電性能にはほとんど関係しないことがわかった。この理

由は，線源が帯電而を見る立体角の中に大部分のイオ 1/

対が生ずるので， Backing Plateによって寛気力線の

密度が多少変化しても，除電性能に大きな変化がなかっ

たのではないかと考えられる。したがって，以下の実験

でも，線源を収納器にのみ入れ，特別なBackingPlate 

を取り付けないで実験を行なった。

表 2 Backing Plateの大きさ比較

種 類 I面稲(cm2)I比

線源 60

収納器 (E1)の鉛板 425 

アルミニウム板(I枚） 3,150 

アルミニウム板(2枚） 6,300 

率

0. 15 

1

8

 15 

場合，ならびに，全然取り付けない場合について比較し (2) 接地金属板の有無と除電性能

た。いずれの場合にも，収納器の内張りの鉛板および付 実験上，図 1に示した装置には，ピニルシートの下部

加した BackingPlateは接地した。これらの実験結果 約 6cmの位匠に接地金属板を取り付け，測定中の・ン一

を示すと図 4の通りである。すなわち付加したBacking 卜の電位の浮動を防ぐようにした。しかし，実際には，

Plateの大きさが除電性能に及ぼす影響はほとんど認め たとえばビニ Iレ印刷装四にはこのような接地板は取り付

られず，この実験範囲では， BackingPlateは除電性能 けられていないわけである。接地板をこのような配匿に

に関係がないということができる。ただ，ここでBacki・ することは，ツート上の電荷からの電気力線の多くを下

ng Plateが無い場合といっても，それは収納器の内張 方に向かわせることになって，除軍性能は低下する筈て

り鉛板が尖際には BackingPlateとしての作用をして ある。そこで，まず接地金屎板をシートの下部 6cmぉ

おり，仮りに線源を収納器に取り付けないで実験すると よび 20cmに取り付けて，その除電性能に及ぽす効果を

しても，線源自身がやはり BackingPlateとしての役 比較した。
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15mcの線源 1個を収納器,E,の中心に貼りつけ，

これをシート上 30cmの高さで，シートの幅の方向と線

源の長さの方向を一致させて固定した。図 5は，シート

の移動速度を変化させながら得られた結果を示すもの

で，明らかに接地板がシートに近い方が残留電荷率が大

きくなっており，除電性能が悪くなっている。接地板を

20 cm離した場合は， 6 cm離した場合に比べて除電性

能がかなり良くなっている。一方，シートの上部に匠か

れた線源は，鉛で内張りした収納器に入れられており，

その高さは，ンート上 30cmの位四にある。収納器の鉛板 lo 

は，線源のペースと電気的に接触しており，ともに接地 JO 

した状態になっている。シートの上および下にそれぞれ

爵かれた収納器鉛板と接地金属板との面租ならびに，シ

ートからの距離の大小を考慮すると，接地金属板をシー

トの下部 20cmに離した場合ても，その除電性能に及ぼ

す影密は未だかなり大きく，取り外すかまたは十分に離

せばさらに残留電荷率は低下するものと予想される（実

験の都合上，接地金属板を取外して行なわなかった。）

したがって，しゃへいの目的に，シートの下部に金属以

外の材料を使用すれば除電性能の上からも 好ましいとい

うことができる。

図5 接地金属板の有無と除電性能との関係
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図6 しゃへいによる除電性能の影響
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しゃへい板との距離を 12cmおよび 20cmとした場合な

らびにしゃへい板がない場合について，実験した結果は

図6に示す通りである。しゃへい板と線源との距離が大

きいほど一般に B線によるイオン対の数が多くなり，し

たがって除電性能も向上する。

この場合？しゃへい板として接地金屈板を使用するこ

とは，除電性能がかえって低下するおそれがある。それ

は板の端がシートに近接しているため，シートからの電

気力線はしゃへい板に向かうものが多くなり ，生じたイ

オソ対を有効に利用できなくなるからてある。以下の実

験ではすべてしゃへい板なしに行なった。

4.2 RIの照射距離（高さ）と除電性能

RIの照射距離が，小さすぎると， B線による空気の

イオソ化が十分に行なわれる前に B線が消滅するのて除

電性能は低くなる。逆に照射距離が大きすぎると，生じ

たイオンの帯電面への吸引力が弱くなって除電性能が低

くなる。したがって，この中間に最大の除電性能を与え

る最適除電距離が存在する。

図7 照射距離と除霊性能との関係(1)
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なお，以下の実験ではすべて接地金属板を取り付けた

状態での除湛性能を調べた。

(3) 横側部しゃへい板の有無と除＇屯性能

線源からシート上に放射される B線が付近の作業者に

与える悪影評を防止するため，実際にRIを使用する場

合には，周囲を防護する必要があるが，このうち， RI 

の横側部をしゃへいしたときの除電性能について実験し

た。

しゃへい板には，長さ 120cm,幅 40cm,厚さ 3mm

のプ Vスボー ドを 2枚使用し，それらを図 6に略示した

ように，線源と電位計の中間の位置に配置した。線源と
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図8 照射距離と除電性能との関係(2)
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図9 照射距離と除電性能との関係(3)
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図7,図8および図9は，照射距離と残留電荷率との

関係を示す実験結果である。

図7の場合は， 15mcの線源 1個をツートの中心部の

上方で，線源の長さの方向とシートの幅の方向を一致さ

せて配置し，シート速度および帯電電荷の極性をバラメ

ータとして得られた結果である。これによると，いずれ

の実験の湯合にも，照射距離が 30cm程度において，残

留電荷が少なく，もっとも除湿性能が高くなっている。

図8は， 5meの線源 4個をシートの幅の方向に一直

線上に並べて照射した場合の結果である。図7の場合 と

同様にシート速度と帯電電荷の極性をパラメーターとし

たが，この湯合も， 30~35cmの照射距離が最適と認め

られる。

図9は， 15meの線源を，それぞれ 1個， 2個お よび

3個使用して得られた実験結果である。いずれの場合に

も，線源は長さの方向とシート の幅の方向を一致させ，

2個および 3個の場合には，並列にして，一直線上に並

ベ ，シー トの幅の中心部に配賢して照射した。この結果

でも蚊適距離は約 30cmになっている。

いま E(MeV) (ただし， E>0.01とする）なる二不

ルギーをもった B線が空気中を直進し，その途中で電離

を生 じてすべてのニネルギーを失なうも のと仮定すると

き，到達する最大距離を lとすると，

l= 
E,x 10• 1 ―- x- (cm)・・・....・・・・・............. 
32.5 E 

・・・ ●會(5)

ただし，釘ま B線の比電離能 (!cmのB線の飛跡に

できるイオン対の数）である。 B線のエネルギー分布は

連続スペク トルであるので， T1 20• の場合，平均エネル

ギーが 0.25 (MeV) のB線を放射する と仮定すれば，

E=280 (平均）として， lは約 28cmになる。実際には

B線のエネルギー分布，その他の多く の要因が作用して

おり，これらがどの程度除電性能に影堺するのかを解析

することは困難である。

4.3 RIの強さと除電性能

式(1)および(2)から明らかなようにRIの強さが強いほ

どイオン対の生成速度が大きくなり，一般に除屯性能が

向上する。

図9は 15mcの線源を 1個，2個および 3個使用した

場合の実験結果である。平衡イオ ン数は線源の強さの平

方根にほぽ比例するから，ある強さの線源で照射した湯

合の残留電荷率を 7Jr とすれば，線源の強さがこのm倍

になったとき生 じたイオン対が全部除電に使用されると

すると， 残留砥荷率 m11rはつぎのように与えられる。

m7Jr= {l- ✓ m ( l -11,)) X 100 (%) .... ・・ ・....,(6) 

図9の湯合を例にとると ，15meの線源 1個を使用し

たときの最小残留電荷率は，照射距離が 30cmてヽ，約50

％となっている。すなわち 7jr=0.5である。 したがっ

て，線源が 30mcおよび 45mcの場合には， 27Jr=0.3ぉ

よび 37Jr=0.13となる。実験結果では，残留電荷率がい

ずれもこれより小さくなっている。これは 15mcの線源

が同一寸法で 30mcまたは 45mcになったのではなく，

15mcのものを並列に 2個または 3個配列して照射した

ため，線源の寸法が大きく なり，したがって，照射範囲

が広がり，照射時間が 1個の線源を骰いた場合に比べて

やや長くなったためと考えられる。

なお，図8の場合には， 5mcの線源 4個をある間隔

をおいて直列にして，シート の幅の方向に置いて照射し

たものであるが， 図7または図9の実験結果と比較する

と， 著しく除電性能が悪くな っている。この理由の一つ

は線源の強さと ，シート 咤位の測定個所によるものであ

る。すなわち，図 7および図9の場合には 15mcの線源

によって， もっともよく除電されたと考えられる部分の

シート面上に対向して軍位計のプ ロープが置かれたのに

対し，図 8の場合には， 5 meが 4個直列に使用された

ものの，それらの間隔が約 5cmあり， 電位計のプロー
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プは，ちょうどこの間隔に対応するシート上に向げられ

ていたため，もっとも除雹されていない部分のシート電

位を洲定したからである。また，他の重要な理由は，使

用した収納器の構造による。図 8の湯合の収納器 Eバi,

図3から明らかなように線源から照射面を見る立体角が

非常に小さくなっている。したがって生成されるイオン

対の数が少なかったからと考えられる。

4.4 シートの移動速度と除電性能

シートの移動速度が小さいほど照射時間が長くなり，

除電性能が向上する。したがって，残留電荷率は・ンート

の移動速度にほぼ比例すると考えられる。

いまつぎのようにおいて，除電Iこ必要なシートの最高

移動速度を求めてみる。

V=シート速度 (cm/sec)

(J'=シートの表面電荷密度（クーロソ/cmり

l =シートの幅 (cm)

e=イオン 1個の問気益 （クーロン）

シートによって運ばれる単位時間当たりの電気屈は，

V • l. (J' である。一方， RIによって生ずるイオン対で

シートの除電に利用できる個数が式(2)によって与えられ

るとすると，つぎの式が成立する。

V l び =7/ ・~— •No• e 
4冗

.'. V = 7) w•e No 
4冗 la-

........ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(7)

すなわち，発生したイオン対が全部除電に使われると

仮定したときのシニトの最高移動速度は，線源から照射

面を見た立体角および線源の強さに比例し，シートの表

面心荷密度に反比例する。

図10 、ンートの速度と除氾住能との関係
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固4,図5および図6はいずれもシート速度を横軸に

とって除「⑰性従の変化の様子を示したものてあるが，速

度が大になるにつれて，残留電荷の増加率がやや小さく

なる傾向がある。これはシート速度がかなり大きくなっ

ても，シート表面付近に生ずるイオン対が除電に寄与し

うるからてあろう。また図10は，線源の強さをバラメー

ターとしたときのシートの移動速度と残留這荷率との関

係を示したものてある。 RIは4個まで並列に配置し，

これを収納器 E1に取付けて照射した。残留霊荷率は，

RIの線源の強さの増加とともに小さくなっており，こ

れが式(6)で計算した率よりも小さくなっているのは，ゃ

はり，線源の幾何学的寸法が大きくなったからと考えら

れる。

4.5 帯電電荷の極性と除電性能

帯鼈電荷の極性によって，除電性能がやや異なること

が考えられる。その理由の一つとしては，たとえば正負

のイオンの移動度の差がある。一般に空気イオソの場合

には負イオンの移動度が正イオンの移動度より大きく，

したがって，帯需電荷が正極の場合の方が除電速度が大

含いと考えられる。

しかし，そのときの正負イオ‘ノの密度に差があれば，

必ずしもそのようになるとは限らない。

図9および図10によると線源の強さが 5meと15mcの

場合の除覧性能を帯電電荷の極性によって比較てきる。

15mcの場合には負極に幣虚している方が除霊しやすい

が， 5 meの場合には正極に帯電している方が残留電荷

率が小さくなっている。図7および図 8の場合にも同様

のことがいえるが，収納器が異なっていることと，図 8

の場合には， 5mcの線源を 4個直列に使用している。

しかし，これらの相迎は，除電すべき冗荷の極I生に根本

的な差択を生ずるものとは考えられない。

実際には空気の湿度，湿度なども関係するのではない

かと考えられる。

しかし，いかなる理由にせよ，帯電屯荷の極性によっ

て残留電荷率に著しい差はないことは明らかてある。

4.6 線源の配置と除電性能

線源の長さは，一般にシートの幅に比ぺてかなり小さ

い。したかって，、ンートの幅全体にわたって一様に除電

効果を上げるためには，線源を数個使用しなければなら

ない。この場合，何個必要であるか，またそれをどのよ

うに配器するかを決めるには， 1個の線源のもつ除電区

域と除寛効果の程度を求めなければならない。

図11は， 5meの線源を 2個用揺し，それらを 1個ず

つシートの両端て高さ 30cmの照射距離1こ配置した場合

の結果てある。実線は線廂のいずれか一方のみが置かれ

たときの残留電荷率，点線は両側に同時に線源が置かれ

たときの残留需荷率をシートの幅の方向における各点で

測定した結果である。 2個の線源の中間部の残留軍荷率
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図11 RIの配府と シート上の残留祉荷の分布
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がやや高いが，これに相当する位爵に 5mcより小さな

線源を懺くことによりシートの各部の残留電荷率を乎坦

にすることができる。

5. 結語

火薬類などの粉体の有する静遁気を RIによって除電

する場合の基礎的な実験として，ピニルシート上の帯電

を除去する実験を行なった。この結果，一応満足すべき

結果が得られたが，実際に使用する場合のしゃへい材の

配置や材質についてなお検討すべき点がある。

本研究は科学技術庁原子力試険研究費によって行なわ

れたものである。
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The measurement of the slipperiness of walkway surface 

Hidetaka Uno 

Kinichi Kinoshita 

In case the floor is slippery, everyone has much difficulty for walking and some-

times he slips and falls down. Moreover accidents will likely to happen owing to the 

fall. Although it seems very inportant to measure the slipperiness of the floor, a 

satisfactory method of measuring it has not as yet established. 

This paper presents several basic deta about an instrument to measure the slipperi-

ness of the floor. 

Contents of this paper are as follows ; 

I. Preface 

2. Mechanism of human walk and floor slipperiness 

3. Slipperiness coefficient 

3. ~ 1. Impact type testing instrument for mersuring of the floor slipperiness. 

3. ~2. Several problems of the testing instrument. 

3. ~3. Improvement of the testing instrument. 

4. Experiments cncerning to the floor finishing and their slipperiness. 

Research into Elimination of Static Charges by means of 

Radioisotopes (1st Report) 

By S. Kohzuki, 

K. Sakanushi, 

R. Tanaka, 

K. Endoh, 

In hazardous locatio11s where explosive dust-air or gas-air mixtures may be present, 

static charges generated and accu111ulated on surfaces of highly insulating materials 

are required to be eliminated by appropriate methods. . 

One of conventional and efficient methods of eliminating static charges on insulating 

materials is to produce sufficient numbers of ion pairs in the atmospheres by means of 

needles with high voltage. This method, however, is not recommended in hazardous 

locations as there exist naked live parts and any unauthorized persons may tamper 

with the live needles or something might touch them on their points by accidents, 

causing sparks capable of ignition of the atmospheres, and eventually leading to an 

explosion or fire. 

In place of high vollage needles, ion pairs are easily produced in the air by radiation 

from radioisotopes without any risk of ignition. 

The writers used Tl2°4 as a source of Beta-rays and tests were conducted on a stretch 

of endless runningvinyl film as a basic study of eliminating charges on, for example, 

gun--powders, and various effects such as of intensity and geometrical disposition of 

the source, running speed of the film, grounding bodies surrounding the source and 

polarity of charges have been investigated, on elimination efficiency of charges. 
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